
　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

１

０

０

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

を

都

内

で

開

催

し

た

。

当

日

は

「

Ａ

Ｉ

が

も

た

ら

す

人

事

の

未

来

」

を

テ

ー

マ

に

、

今

井

翔

太

・

北

陸

先

端

科

学

技

術

大

学

院

大

学

客

員

教

授

（

Ｇ

ｅ

ｎ

ｅ

ｓ

ｉ

ｓ

Ａ

Ｉ

代

表

取

締

役

社

長

Ｃ

Ｅ

Ｏ

）

が

講

演

し

た

。

　

今

井

氏

は

、

Ａ

Ｉ

研

究

者

の

思

考

や

Ａ

Ｉ

の

進

化

に

関

す

る

考

え

方

の

原

理

原

則

に

触

れ

た

う

え

で

、

現

在

の

生

成

Ａ

Ｉ

の

動

向

に

つ

い

て

、

２

０

２

４

年

以

降

、

生

成

Ａ

Ｉ

を

核

に

し

て

、

外

部

の

ツ

ー

ル

を

使

い

な

が

ら

複

雑

な

作

業

を

行

う

「

Ａ

Ｉ

エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

」

と

呼

ば

れ

る

手

法

が

盛

ん

に

研

究

さ

れ

て

い

る

と

指

摘

。

生

成

Ａ

Ｉ

以

降

は

「

高

学

歴

で

高

い

ス

キ

ル

を

身

に

つ

け

て

い

る

者

が

就

く

よ

う

な

賃

金

が

高

い

仕

事

で

あ

る

ほ

ど

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

／

Ａ

Ｉ

に

よ

る

自

動

化

の

影

響

を

受

け

る

可

能

性

が

高

い

」

と

述

べ

た

。

ま

た

、

生

成

Ａ

Ｉ

の

登

場

に

よ

り

、

全

職

種

の

８

割

が

何

ら

か

の

影

響

を

受

け

、

さ

ら

に

そ

の

中

の

２

割

は

仕

事

の

半

分

以

上

が

置

き

換

え

ら

れ

る

可

能

性

が

あ

る

こ

と

や

、

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

系

は

「

人

間

の

作

業

で

あ

る

こ

と

」

に

価

値

を

見

出

す

実

験

結

果

が

出

て

お

り

、

む

し

ろ

人

間

の

作

業

に

よ

る

価

値

が

高

ま

る

余

地

が

あ

る

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

た

。

　

さ

ら

に

、

現

在

の

Ａ

Ｉ

技

術

の

発

展

ス

ピ

ー

ド

は

、

Ａ

Ｉ

研

究

者

自

身

で

す

ら

予

想

で

き

な

い

段

階

に

入

っ

て

お

り

、

今

後

数

年

程

度

で

、

人

間

の

知

的

行

動

が

全

て

可

能

な

汎

用

人

工

知

能

が

実

現

す

る

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

や

、

Ａ

Ｉ

エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

の

発

展

が

進

み

、

今

後

数

年

以

内

に

、

人

間

が

本

来

数

カ

月

か

け

て

や

っ

て

い

た

作

業

を

全

て

こ

な

す

こ

と

が

で

き

る

と

期

待

さ

れ

る

こ

と

を

説

明

。

肉

体

労

働

が

可

能

な

ロ

ボ

テ

ィ

ク

ス

、

現

実

世

界

を

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

で

シ

ミ

ュ

レ

ー

ト

で

き

る

世

界

モ

デ

ル

（

現

実

政

界

の

構

造

に

関

す

る

デ

ー

タ

を

予

測

・

生

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

モ

デ

ル

）

技

術

の

研

究

も

進

ん

で

お

り

、

今

後

は

Ａ

Ｉ

の

生

産

活

動

の

た

め

の

環

境

整

備

と

と

も

に

、

労

働

状

況

の

変

化

を

踏

ま

え

た

資

本

主

義

等

の

根

本

的

な

社

会

制

度

の

変

革

が

必

要

に

な

る

と

話

し

た

。

　

Ａ

Ｉ

時

代

の

人

事

・

人

の

評

価

に

つ

い

て

は

、

今

ま

で

は

、

能

力

や

熱

意

を

、

提

出

物

や

過

去

の

作

品

か

ら

あ

る

程

度

評

価

で

き

、

新

人

を

ラ

イ

ト

な

業

務

（

議

事

録

作

成

、

翻

訳

、

調

査

な

ど

）

に

割

り

当

て

て

、

仕

事

を

し

な

が

ら

育

成

し

つ

つ

、

エ

キ

ス

パ

ー

ト

ま

で

持

っ

て

い

く

こ

と

が

で

き

た

が

、

こ

れ

か

ら

は

、

生

成

Ａ

Ｉ

が

ぱ

っ

と

見

良

さ

そ

う

な

コ

ン

テ

ン

ツ

を

す

ぐ

に

生

成

す

る

た

め

、

提

出

物

や

作

品

か

ら

人

を

評

価

し

に

く

く

な

り

、

ラ

イ

ト

な

業

務

は

全

て

Ａ

Ｉ

が

や

っ

て

し

ま

う

た

め

、

仕

事

を

さ

せ

な

が

ら

新

人

を

育

成

す

る

こ

と

は

成

り

立

た

な

い

可

能

性

が

あ

る

と

述

べ

た

。

　

そ

う

し

た

時

代

に

お

い

て

は

、

Ａ

Ｉ

ネ

イ

テ

ィ

ブ

力

×

Ａ

Ｉ

を

使

わ

な

い

素

の

能

力

の

掛

け

算

で

人

を

評

価

す

る

こ

と

や

、

忍

耐

力

、

泥

臭

さ

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

、

愛

嬌

な

ど

の

わ

か

り

に

く

い

能

力

も

重

視

す

る

こ

と

、

新

人

を

エ

キ

ス

パ

ー

ト

に

育

て

る

新

し

い

仕

組

み

を

構

築

す

る

こ

と

な

ど

が

求

め

ら

れ

る

と

強

調

し

た

。


